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　巻頭言　Foreword

SOFC/SOEC の社会実装と大学の役割
Role of Universities for Social Implementation of SOFC/SOEC

東北大学　教授
川田　達也

Tatsuya Kawada
Professor, Tohoku University

　3年にわたるコロナ禍も終息に向かい街にも忘年会や新年会が戻ってきました。一方で、ロシアのウクライ
ナへの侵攻は長期化し、さらに中東ではハマスとイスラエルの戦闘が激化するなど国際社会全体が暗い影に包
まれています。しかし現在は、世界がカーボンニュートラルの達成に向けて歩みを加速するべき大事な時期で
あることは変わりません。私たちは、燃料電池・電解の技術の社会実装を通して、未来の世界に貢献していく
使命があると感じています。
　さて、燃料電池・電解の技術の中で、SOFC/SOEC は少し異質なものとして独自のコミュニティの中で研究
開発が行われてきました。電解質にセラミックスを用い、動作環境も高温であるため、研究設備やノウハウ・
基礎学理も独特で、システム開発のリーディングタイムも長く、「とりあえず動くもの」ができるまでに多く
のハードルがあります。そのためか、地域の事業者や自治体の担当者からは「燃料電池は知っているけれど
SOFC は知らない」という声を聞くことが多い状況でした。それでも、諸先輩方のご尽力により、1980 年代に
は SOFC 研究会が設立し、世界に先駆けて産官学が結集した環境で研究開発が行われ、その成果は、 SOFC と
しては世界一の販売台数となるエネファーム Type-S として結実しています。一方 SOEC については、欧米に
対して一歩出遅れた感があります。いくつかの個別的な実証プロジェクトは行われているものの、それらに共
通する課題については、限られたチームで解決することは難しく、早急に国内の力を結集できるようなプロジェ
クトフォーメーションを行うことが求められています。
　このような状況に対応し、昨年、東北大学では「SOFC/SOEC 実装支援研究センター（SOCs センター）」を
設立しました。構想の開始が 2023 年の春で、そこから急ピッチで学内手続を終え、8月にはキックオフシン
ポジウムを開催し、10 月から企業会員募集を開始（年会費 22 万円）というスピード設置でしたが、すでに
22 社のご参加をいただいています。このセンターでは、オンラインや東北大での現地ミーティングを通して、 
SOFC/SOEC に関連する基礎講座の提供、学術誌等からの技術情報の提供、学内の技術紹介のほか、開発試作
品のお試し試験、企業シーズの紹介、企業間マッチング、などの活動を行っています。昨年 12 月のミーティン
グでは、ファーストビームが出たばかりの新しい放射光施設「ナノテラス」の見学もしていただきました。す
でに、いくつかの企業間や自治体との間での情報交換がなされ、また、お試し試験のご依頼もいただいています。
今後も、SOCs センターを核にして、SOFC/SOEC の社会実装を加速するための活動を仕掛けていきたいと思っ
ております。
　昨今、大学に対しては、厳しい目が向けられるようになり、指定国立大学、国際卓越研究大学などの施策へ
の対応を含め、その在り方についての議論がなされています。低調と指摘されている国際競争力や研究能力が、
これらの施策により本当に改善するのか、今後の推移を見ていく必要がありますが、それとは別に、構成員が
それぞれの分野で何を研究し、どう社会貢献をしていくかが問われているということだと思います。私どもも、
SOCs センターによる社会貢献を行うとともに、課題解決型のプロジェクトにも積極的に参加していきたいと
考えておりますが、それだけでは、新しい価値を創造する大学としての能力を高めることはできません。そこ
に留まらず、その次の技術の目になる基礎研究を大切にしていきたいと考えています。上記の大学の制度改革も、
そういった研究が自由にできる体制の構築に繋がるものであることを、切に願っています。今後とも、皆様の
ご支援を、どうぞよろしくお願いいたします。
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● 表紙「H2 ＆ FC EXPO」
　 日本語は従来から「水素・燃料電池展」であったが、今回から英

語もこれに合わせて FC EXPO から H2 ＆ FC EXPO に変更になっ
た

（写真：FCDIC 事務局）
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